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2014年2月1日　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　





練習状況　１月１１日（土）


さあ年明け最初の練習です。ＶＴの和田先生も元気いっぱい。「今年もよろしく。」とレッスン始めです。ＢＲＲ―とブレス。「ＮＯ―、ＭＯ―、ＹＯ―のどれかで音階をやります。自分が一番響く発声を研究しましょう。」「アルトさんは深い発声を、テノールさんは輝く発声を。」「身体が固いからを少し揺すって。」など楽しかったです。


練習前イベント。まず京極輝子先生本練習にご着任。団長からの紹介で、ご挨拶のあとジャズ「スターダスト」のピアノ演奏のプレゼントを頂きました。一同大拍手、大感謝。続いて委嘱委員岡田さん・奥野時子さんによる新楽譜披露と頒布。このもようは井関先生のご主人様の撮影の動画が源田先生に贈られます。委員の貞松朋子さんと米澤美智子さんも入って４人で梱包を解きますと、鮮やかな緑色の分厚い楽譜が姿を現しました。おやおや、表紙に楽しいイラストがあります。源田先生と貞松先生の似顔絵です。貞松先生のご長男元気さんの作。インクの香りも新しい楽譜の中には♪が踊っています。歌詞は我々全員が何度も何度も目にした五作品。それが立派に本当の混声合唱組曲として形になっているのです。源田先生からお送りいただいた音源を視聴、その後、５人の作詞者のご挨拶に耳を傾けました。


練習は「第４曲《おもい》」のパート別音取り。Ｔに京極先生が来てくださいました。そして「第４曲《おもい》」のアンサンブル。さあいよいよ新曲がそのベールを取り、完成形で世にでる一瞬です。我々にしたら《みどりの風に》を一昨年初めてこの世にピアノと


四声部の音響として誕生させて以来





○3回万葉オペラ・ラボ公演。なら100年会館オリジナル万葉オペラ『風の森、風の饗宴』：福井雅志先生ご出演：２月２２日(土)午後６時開演・２３日(日)午後２時開演。Ｓ席3500円・Ａ席2500円。（ＪＲ奈良駅スグ）


○はしもとシルバーコーラス35周年記念コンサート：Ｓ中川澄子さん・Ａ楠本智恵さんご姉妹出演（中川さんの


指揮あり）：２月２３日(日)午後１時開演。会場は橋本市民会館大ホール。（ＪＲ橋本駅下車5分）


○ポム・ドゥ・テール早春コンサート：井関先生ご出演：３月１日(土)午後２時開演。会場は神戸朝日ホール


(三ノ宮下車、西へ徒歩7分、いくたロード南端)。








団HPだより③：ご来場ありがとうございました さん2014年 01月 13日 10時 02分 17秒 


富田林市少年少女合唱団　第４２回定期演奏会にたくさんのご来場頂きありがとうございました。加えて結構なお祝を頂き重ねて御礼申し上げます。少年少女合唱団合唱団は、これからも「心のハーモニー」をモットニー活動を続けていきます。益々のご支援、ご声援をお願い致します。富田林市少年少女合唱団　山崎　康二








団HPだより②：謹賀新年 さん 2014年 01月 01日 17時 20分 38秒 


あけましておめでとうございます。


昨年も、とっても充実した合唱活動をおくることが出来ました。先生方、団員仲間の皆さんに感謝感謝です！ありがとうございました。


今年も、一層実りある合唱の時間が過ごせますことを願っています。合唱団もこの２月で結成後、満１９年。来年は、２０周年となります。まだまだヒヨコの合唱団と思っていましたが、特徴ある充実した合唱団の姿になってきました。約８０人の大所帯。これだけ多くの団員が集うに値するだけの魅力のある合唱団に、これからもみんなで創っていかなければなりませんね。


源田先生の新曲、音源を聴けば聴くほど、素晴らしい曲の出来栄えに感動です。真剣に作曲いただいていることが、ひしひし伝わってきます。私たちも来年の初演に向けて一生懸命真剣に練習していきましょう。


目の前に歌える楽譜があること、歌える機会にめぐり合えること、その為の練習や追加の強化練習の実施。それを負担と感じるか、歓びと感じるか・・・・全団員の心が「歌う歓び」に満ち溢れていると信じています。今年もよろしくお願いいたします。　団長




















団HPだより①：委嘱ニュ－スNo34 源田先生からの初春メッセ－ジ さん 2014年 01月 05日 21時 58分 37秒 


新年あけましておめでとうございます。初演まで色々あろうかと思います。頑張って務めたいと思いますので、引き続き皆さんのご支援、ご協力よろしくお願いします。さて、源田先生から初春メッセ－ジをいただきましたので、この機会に披露させていただきます。委嘱委員一同。


（源田先生から）


この国のトップが積極的な平和を唱えながら、戦争の準備をしている詭弁に、心がざわついて収まらない昨今です。「平和・夢・未来」の大切さをいつも胸に刻んで、忘れないように歌い続けたいと思います。本年もお世話になります。どうぞよろしくお願いします。


昨年は、男声合唱のための酒の歌「アンコ－ル名曲集」が出ました・・・カワイ出版


今年は、加山雄三の作曲作品を集めた男声合唱とピアノのための「弾厚作 五つの風景」が初演されます　　・・・紐育(ニュ－ヨ－ク)男声東京合唱団　3月15日・・一ツ橋ホ－ル


来年は、混声合唱組曲「みどりの風に 全5曲」が初演されます・・・とんだばやし混声合唱団」 7月すばるホ－ル


源田俊一郎








　ハッピーバースディ！２月で当団結成19年目です。演奏会は１回ぬけて本年７月が第18回演奏会です。１回ぬけたのは2009年４月東京混声合唱団初共演によります。さて、今月号の巻頭は、岡団長の「団HPだより②：謹賀新年」に替えさせていただきたく思います。別欄ご髙読のほどよろしくお願いします。また源田先生からのメッセージ（団ＨＰから）も掲載しました。





Ⓕの最後「つぶれる」の場面はピアノ伴奏だけディミヌエンドで引きますが、コーラスはしっかりＦＦで保つ。


Ⓖの終わり「怒号」のあと、「オ　オ」は、アクセント付で、「うわあっつ」という大声を表現します。Ⓚ「ししゃ　ゆくえふめいしゃ」ではＳとＦは真に迫った無声音。「ふ」は「ＨＵ」でなく「ＦＵ」。終わりの「マグニチュード・・・」以降はアカペラ、指揮をしっかり確認して進むように。


　第２章《慟哭》。Ⓐ出だしははずんだ歌いかたをしない。「燃えている」を表現する。「父・母・兄・妹・夫・妻」は受け持ちのパートがそれぞれくっきり表現します。Ⓒ「火が来るぞ」のウィスパーは悲壮感を出してＰで歌う。リズムは激しい「パパンパ　パンパン」に乗る。Ⓔバス「しょうぼうしゃ・・」テノール「ホースから・・」は怒号（以前にもその指示）。Ⓕ中盤。「ふたつにひきさきたい」。ここも無声音は鋭く。「ふ」は「ＦＵ」。「さき」は激しく「ＳＡＫＩ」と。


Ⓚ「すくいをもとめる声が、聞こえなくなった」はワンフレーズ。休符はノンブレスで。


「まずまず出来てきましたが、今後声の質もいろいろ変えなくてはならないし、練習はいくらも必要です。なお、無声音の出し方は個人で研究してみてください」と宿題が出ました。


　練習終わりに、富田林市少年少女合唱団の指導者山崎さんから、去る12日の演奏会のご来場御礼のご挨拶がありました。また委嘱委員会岡田さんから、源田先生からのメッセージ（シャンテ２月号にも掲載）披露がありました。なお、太田真紀さんも駆け付けてくださり、ソプラノのパート練習でいろいろとアドバイスをいただきました。





団HPだより③：委嘱ニュ－スNo36～組曲完成記念式を終えて・・・ さん 2014年 01月 16日 21時 58分 56秒 


新年初の練習日、組曲完成記念会


皆さんのご協力のおかげで、感動的な時間となりました。ありがとうございました。源田先生に、楽譜・写真をお送りしたところ、下記メ－ルが届きました。喜んでいただけたようでほっとしました。続いて先生には、ビデオレタ－と色紙をお送りする予定です。ぜひ源田先生への感謝の一言を色紙に書き記してください。初演まで、少し時間がありますが、これからがもっと楽しみです。引き続きご協力のほどよろしくお願いします。委嘱委員


 (源田先生から)


楽譜をありがとうございました。素晴らしい出来栄えです。とても感動しました。歌詞ページも入れると100ページにも及ぶ分厚さがずっしりときますね。こうして製本されて、あらためて組曲を作った実感が湧いてきました。貞松家の元気くんはイラストがうまいのですね。ウチでは家内は見たとたん吹き出し、息子は「チョーそっくり」とウケています。気に入りました。ありがとうございます。披露会の写真も拝見しました。横断幕まで用意して、皆様の笑顔にホッとしました。押印した契約書を１部投函しましたのでご査収ください。この譜面を出版社との交渉に使わせていただきます。皆様のお心がさらに全国へ広がるよう、これから努力します。寒の折、どうぞご自愛ください。　　　　以上





連絡事項　岡団長：年頭のあいさつ（詳細は別記ＨＰ便り②）：本年は演奏会は7月に第18回目。来年の19回は委嘱組曲の発表。それから20周年へと進んでいきます。今年は6月に大阪府合唱連盟に参加演奏（SAYAKAホール）、三善晃先生追悼行事（池田市で“葉っぱのフレディ”）有志参加、9月のコーラスフェスティバルと活動します。また秋には団員旅行も考えています。よろしくお願いします。


名札着用：京極先生はじめ新しい方々も増えました。相互理解のため名札を忘れずに着用を。














の感動の再来です。


やはり素晴らしい美しい、お洒落なハーモニー。シンセサイザーで聞いていたのとは感動の深さがちがいました。ピアノは京極先生。井関先生が笑顔で見守られる中での演奏です。「いい曲ですねえ。」と貞松先生も頷かれました。


「では、終わりに終曲《みどりの風に》を」井関先生のピアノです。


歌い慣れ聞き慣れた演奏なのに、アンサンブルが一際印象深いものに感じられたのは皆同じではないでしょうか。このように当団にとって歴史に残る一日であり、新しい道が開かれたひとときでした。


練習状況　１月１８日（土）


　Ｂさん達は公民館で京極先生の指導で音取りＰ練習でした。ＶＴは和田先生。ＢＲＲ－・着座での吸気呼気訓練の後「たっぷりブレスして、下へハアッと息を出し、途中からＳ――ッと呼気をかえましょう」。これを繰り返すと明らかに腹筋と背筋が支えていることに気づきます。「最後は我慢の筋肉です。ピアニシモで音階を。」和田先生ありがとうございます。


　さて本練習は《震災組曲１章・２章》貞松先生は「パート別にしっかり１・２と。出来たら３まで音とリズムを取って後半にアンサンブルします。今日は１・２章を仕上げ、できたら暗譜へつながるまでやりたいです」と指示。以下は先生のお主な指示です。


　第１章《激震》。歌い出しは、まだ穏やかに。「無声音」については、まず楽譜に忠実にします。発声は、無声音にしてある意味を考えその気持ちを先立たせる声（呼気）で。Ⓑからはあたたかさを。Ⓔ「たんすしょっきだ


な・・・」はパート毎に何度もリズム取りの練習をします。
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